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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、次の点を明らかにし、既往の児童福祉研究で定説の誤りであることを確認した。 
 第１に、戦時下日本では「人的資源」として児童を捉える思想が、児童保護を推進するイデ

オロギーとなったが、それに抵抗した菊池俊諦の「児童の権利」論などがあったこと。 

 第２に、戦後、児童福祉法は、「人的資源」としての児童観を克服して「児童の権利」思想を

確立したものと見なされてきた。しかし、むしろ、児童福祉法案の起草者は、戦時下の「人的

資源」論を援用し、労働力の再生産のメカニズムの一環として児童福祉法を構想していたこと

を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）： 
I reviewed the dogma in child welfare research in Japan. This study is to clarify the 
following points. First, Despotic ideology of child welfare regarded the child as human 
resources in japan during World War 2 , but SYUNTAI KIKUCHI advocated thought of 
“Rights of the child”. Second , Child Welfare Act In Japan has been believed is to 
establish a thought of "Rights of the Child," and to overcome the view of children as 
"human resources". But , the author of Child Welfare Act had been influenced by the 
theory of wartime "human resources". 
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１．研究開始当初の背景 

 

 既往の日本児童保護・児童福祉思想史研究

が前提としていた「児童の権利」に関する歴

史的認識は次のようなものであった。 

 第１に「児童の権利」という考え方は、戦

前日本の児童保護分野には見ることはでき

ず、戦後改革期の産物である。 

 第２に「児童の権利」という考え方は、大

正デモクラシー期には萌芽的に見られたも

のの、昭和恐慌期から戦時体制下には逼塞さ

せられた。 

 第３に、戦後、児童福祉法の児童観は「人

的資源」として児童を見る見方を克服し「児

童の権利」思想に基づくものである。 

 しかし、これらの認識は、児童福祉法案起

草者松崎芳伸（当時厚生省社会局援護課職

員）の著作を批判的に検討することのないま

まに論拠としてきたためであり、さらに戦

前・戦時下における児童保護思想の検討も欠

いていた。また歴史像としては、戦前・戦時

下と戦後を断絶したものとして捉える歴史

像が大前提とされていた。 

 

２．研究の目的 

 

 こうした先行研究の前提としている児童

福祉における児童観や歴史像の捉え方を再

検討し、日本の児童保護・児童福祉の歴史像

や児童観を捉え直す基礎作業が、本研究の目

的である。 

 具体的には、日中戦争の全面化以後敗戦に

至る時期、児童保護事業・思想が総力戦体制

に組み込まれていく過程で生じた児童観に

見られた対立、すなわち人的資源論と児童の

権利思想との対立を検討し、その内容を明ら

かにすることである。また、そうした検討に

よって、現代の児童福祉が内包する児童観の

矛盾（対立）を、戦時下から戦後改革期に見

られる基本的なものとして抽出することで

ある。 

 

３．研究の方法 

 

 日本における児童保護の確立期である

1920 年代、生江孝之ら研究者や内務省社会局

官僚らによってワイマールドイツにおける

児童保護法が盛んに紹介され、そこにおける

「児童の権利」規定が着目された。総合的な

児童保護立法運動が展開された。 

 日本において総合的な児童保護立法を求

める運動や論者にとって、このドイツ児童保

護法における「児童の権利」規定は、そのよ

りどころとなるものであった。さらに、1920

年代後半から 30 年にかけて、ジュネーブ児

童の権利宣言が、日本で高田慎吾によって翻

訳紹介され、さらに菊池俊諦によって広めら

れた。 

 しかし、30年代に入って、総合的児童保護

立法の実現の見通しが暗くなってくると「児

童の権利」論を展開するものは少なくなり、

さらに 1937,8 年頃からの日中戦争の全面化

以後、特に 1940 年前後から「人的資源」と

して児童を捉える児童観が、児童保護のイデ

オロギーとなっていった。そして、1920 年代

からの「児童の権利」思想は、「自由主義」

思想とレッテルを張られ、その言論にも圧力

がかけられた。 

 そこで、本研究は、1920 年代半ばから「児

童の権利」思想を児童保護分野で啓蒙してき

た菊池俊諦（国立武蔵野学院初代院長）、児

童虐待防止法施行によって解説運営された

「子供の家」施設長高島巌らの思想を、「児

童の権利」や児童の尊厳を尊重する児童観を

持つ思想家として捉える。他方で、牧賢一や



 

 

磯村英一らの思想を、を、戦時下（総力戦体

制下）、「人的資源」として児童を捉えた思想

として代表させる。両者の間の論争に着目し

ながら、比較検討をする。 

 また、戦後の児童福祉法案起草者松崎芳伸

（当時厚生省社会局援護課職員）の著作を再

検討し、そこに戦時下における「人的資源」

論からいかに影響を受けているか、再検討を

行う。 

 

４．研究成果 

 

 既往の日本児童保護・児童福祉思想史研究

が前提としていた「児童の権利」認識に関す

る歴史的認識とは異なり、本研究が明らかに

したのは次の点である。 

 戦時下、社会事業の新体制が叫ばれ、児童

を「人的資源」と見る見方が体制的な児童観

となった時期でさえも、それに従うことなく、

菊池俊諦（武蔵野学院初代院長）は自らの執

筆活動において「児童の権利」を唱えつづけ、

高島巌（子供の家施設長）は童心的な児童観

から子どもの意志や自発性への希望を表明

しつづけていた。 

 また、戦後に眼を転じてみると、既往の研

究は、児童福祉法の児童観を、「人的資源」

として児童を見る見方を克服し「児童の権

利」思想に基づくものとして描こうとしてき

た。しかし、本研究が明らかにしたのは、同

法起草者松崎芳伸（当時厚生省社会局援護課

職員）が児童を未来の労働力として捉える児

童観を強くもっていることであった。そこで

松崎が理論的根拠としたのは、戦時下、大河

内一男の人的資源論に基づく社会政策論で

あったことも確認した。 

 今後、日本の児童保護・児童福祉史研究に

おいて求められるのは、理念的な歴史像を前

提としてしまうのではなく、実証的な研究で

ある。さらにいえば、「人的資源」論から「児

童の権利」論へという理念で、戦前と戦後と

を断絶させて歴史を捉えていくのではなく、

「人的資源」論と「児童の権利」論との対立

の構造が総力戦体制下（戦時下）の児童保護

において成立し、それが戦後、児童福祉法に

内在していく過程や構造を明らかにしてい

くことことであると思われる。 
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